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7.1 堰周辺の概況 

7.1.1 堰周辺地域の概要 

(1) 概要 

九頭竜川流域は、本州日本海側のほぼ中央にあり、福井県嶺北地方に位置している。流域

には、福井市をはじめ福井県の 7 市 4 町と岐阜県郡上市の一部が含まれている。流域面積は、

福井県面積の約 70％に相当する 2,930km2である。また、山地と平地の割合は、福井平野な

どの平地が約 22.2％であり、残りの約 77.8％が山地である。 

流域の主流である九頭竜川は、幹川流路延長 116km を有し、北陸地方屈指の大河川である

とともに、この地域を代表する「母なる川」として古くから人々の生活と密接な関わりを持

ち、親しまれてきた河川である。九頭竜川の源は、福井県と岐阜県の県境の油坂峠（標高 717

ｍ）に発し、九頭竜峡谷を経て大野盆地を北流し、大野市と勝山市との境付近で左支川真名

川を合わせ、永平寺町鳴鹿にて福井平野に入り、そこから西流する。そして、福井市高屋に

おいて左支川日野川を合流し、流れを北西に転じ坂井市で日本海に注いでいる。 

鳴鹿大堰は、九頭竜川の河口から約 29km 上流に位置しており、洪水の安全な流下と利水

補給を目的としている。堰およびその貯水池の右岸側は坂井市、左岸側は永平寺町であり、

下流には福井市が位置している。 

 

図 7.1-1 鳴鹿大堰周辺の概況 

【九頭竜川水系河川整備計画、平成 19年 2月】 

鳴鹿大堰 
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(2) 人口 

九頭竜川流域内に位置する市町村、並びに福井市、坂井市、永平寺町における人口と世帯数

の昭和 30 年（1955）から平成 27 年（2015）までの間の推移は、以下に示すとおりである。 

流域内に位置する市町村の人口は昭和 30 年には約 66 万人であり、微増傾向を示してきた

が、平成 12 年の約 73 万人をピークに近年では減少傾向に転じている。一方で、世帯数は増

加傾向を続けており、核家族化が進んでいることが伺える。 

また、鳴鹿大堰の近隣の市町村では、福井市が平成 7 年、坂井市が平成 17 年、永平寺町が

平成 12 年にそれぞれ人口のピークを迎え、その後、減少に転じている。 

658,038 
667,005 

665,523 656,839 
680,471 

699,027 
716,566 

718,676 724,724 
725,836 

719,851 

705,401 688,903 

127,854 
136,604 

144,735 
157,355 

173,550 
184,689 

192,582 
199,355 

212,796 
222,948 

231,711 

235,644 
240,349 

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

180,000

210,000

240,000

270,000

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

世帯数（戸）人口（人）
人口・世帯数の推移(流域全体の市町村)

人口

世帯数

 

204,308 
213,767 223,949 

231,901 
248,838 

259,638 
269,083 270,911 

272,970 269,557 269,144 
266,796 265,904 

36,436 

40,789 

45,997 

56,459 

67,365 

73,665 
77,605 

81,287 

87,719 
89,946 

93,694 
97,236 

99,872 

0

15,000

30,000

45,000

60,000

75,000

90,000

105,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

世帯数（戸）人口（人）
人口・世帯数の推移(福井市)

人口

世帯数

 

図 7.1-2 (1) 人口及び世帯数の推移 

【出典：国勢調査結果、福井県統計年鑑、岐阜県統計書】 
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図 7.1-2 (2) 人口及び世帯数の推移 

【出典：国勢調査結果、福井県統計年鑑】 
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(3) 産業 

流域内に位置する市町村、並びに福井市、坂井市、永平寺町における産業別就業人口の昭

和 40 年（1965）から平成 27 年（2015）までの間の推移は、以下に示すとおりである。 

就業者人口は、流域全体および福井市、永平寺町においては、平成 7 年をピークに減少傾

向を示している。坂井市では福井市等からの移住者等により、平成 17 年までは増加傾向にあ

ったが、平成 22 年には減少に転じた。 

産業別では、平成 27年には第 3次産業が全体の約 60％強を占めており、第 2次産業が 30％

強、第 1 次産業が約 4％を占めている。近年の増減傾向を見ると、いずれの自治体でも 1 次

産業、2 次産業の就業人口は減少しており、3 次産業は福井市では微減、坂井市と永平寺町で

は微増を示している。 
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図 7.1-3 流域全体及び福井市の産業別就業人口の推移 

【出典：国勢調査結果、福井県統計年鑑、岐阜県統計書】 

 



定期報告書(案) 

7.堰と周辺との関わり 

 7-5 

 

14,508 12,478 9,207 7,212 5,794 4,804 4,123 2,865 
2,901 

2,152 2,050

12,194 13,440 
13,692 15,677 16,999 18,382 18,895 18,857 17,810 15,884 16,003

12,100 14,067 17,021 19,469 21,576 22,903 25,678 27,718 28,891 
28,938 29,388

計38,811 計40,027 計39,986
計42,386

計44,409 計46,135
計48,705 計49,502 計49,748

計47,112 計47,726

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（人） 産業別就業人口の推移（坂井市） 分類不能

第3次

第2次

第1次

 

2,824 2,089 1,443 1,133 991 745 714 410 428 
302 358

5,203 
5,740 

4,861 4,776 4,369 4,241 4,183 
3,731 3,297 

2,735 2,734

3,281 3,843 

4,471 4,762 5,312 5,683 6,322 
6,998 

6,964 
7,033 7,064

計11,309 計11,674
計10,788 計10,674 計10,675 計10,677

計11,223 計11,145 計10,739 計10,447 計10,414

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（人） 産業別就業人口の推移（永平寺町） 分類不能

第3次

第2次

第1次

 

 

図 7.1-4 坂井市及び永平寺町の産業別就業人口の推移 

【出典：国勢調査結果、福井県統計年鑑】 
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7.1.2 堰の立地特性 

(1) アクセス性 

鳴鹿大堰は、九頭竜川の河口から約 29km 上流の坂井市と永平寺町の境に位置している。 

鳴鹿大堰付近の交通網は図 7.1-5 に示すとおりであり、道路としては国道 416 号及び 364

号が近接して通り、堰の西には北陸自動車道が南北に、南には永平寺大野道路（中部縦貫自

動車道）が東西に走っている。鉄道としては、堰の西方約 9km の地点を南北に JR 北陸本線

が通り、福井駅から勝山へ向かう「えちぜん鉄道・勝山永平寺線」が九頭竜川の左岸沿いを

通っている。 

鳴鹿大堰へのアクセスは、鉄道利用ではえちぜん鉄道勝山永平寺線永平寺口から徒歩 15

分、車では北陸自動車道福井北インターチェンジから国道 416 号を通り約 15 分（約 5km）、

JR 福井駅から約 25 分（約 11km）となっている。 

 

 

【出典：近畿地方整備局管内道路網図】 

図 7.1-5 鳴鹿大堰周辺の交通網 

 

 

 

北陸自動車道 

永平寺大野道路 

（中部縦貫自動車道） 

えちぜん鉄道 

永平寺口駅 

鳴鹿大堰 

福井北 IC 
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(2) 周辺の観光施設（スポット）等の状況 

九頭竜川流域は、歴史・文化や水と緑などの自然に恵まれた観光地が多く点在し、平成 28

年度には福井県内に年間約 1,652 万人（福井県全体の約 3,166 万人の約 52％）の観光客が訪

れており、その代表的な観光資源としては以下が挙げられる。 

 

【九頭竜川流域の代表的な観光資源】 

天下の絶景として有名な東尋坊、全国的にも名高い芦原温泉をはじめとする各地の温泉、

中世を今に伝える一乗谷朝倉氏遺跡・永平寺・平泉寺・丸岡城、恵まれた森と水を生かした

アウトドアレクリェーションが満喫できる九頭竜湖と九頭竜国民休養地や六呂師高原などと

いったキャンプ村・スキー場、北陸の秋の風物詩として人気の高いたけふ菊人形、広大な芝

生の中にパットゴルフ場やオートキャンプ場などがあり１年中楽しめるレジャーランドの芝

政ワールド、恐竜に関する国内最大級の規模を誇る福井県立恐竜博物館、等が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.1-6 主な名所・旧跡及び古社寺等の位置 

 

鳴鹿大堰 
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表 7.1-1 観光入込の推移 

年次 

観光入込客数（千人） 

福井県全県 九頭竜川流域 
全県に占める割合 

(%) 

H25 24,342 17,014 69.9 

H26 26,253 18,389 70.0 

H27 29,956 21,598 72.1 

H28 31,657 22,844 72.2 

 

 

 

 
【出典：九頭竜川流域誌 水との闘い そして共生】 

 

西山公園（鯖江市） 

大野城（大野市） 丸岡城（坂井市） 奇岩・奇磯が連なる東尋坊（坂井市） 

プラントピア（越前町） 謡曲「花筺」の舞台ともなった花筺公園（越前市） 

白山平泉寺（勝山市） 狭野茅上娘子と中臣朝臣宅守との相聞歌碑が建つ味真野苑（越前市） 
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【出典：九頭竜川流域誌 水との闘い そして共生】 

江戸中期の代表的庭園養浩館（福井市） 

福井藩主の菩提寺である大安禅寺（福井市） 歴代藩主の廟所がある千畳敷（福井市） 一乗谷で復元された武家屋敷と町屋（福井市） 

曹洞宗大本山永平寺（永平寺町） 三間社流造りの滝谷寺（坂井市） 

複雑な形をした屋根の大滝神社（越前市） 江戸初期の秀麗な姿をとどめる剱神社（越前町） 楼門形式の山門のある宝慶寺（大野市） 

継体天皇を合祀する三国神社（坂井市） 継体天皇を合祀する足羽神社（福井市） 

足羽川左岸堤防の桜（福井市） 福井県総合グリーンセンター（坂井市） 

 

勝山橋上下流の弁天堤の桜（福井市） 
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7.2 堰事業と地域社会情勢の変遷 

鳴鹿大堰関連事業と地域社会情勢の変遷の概況は表 7.2-1 に示すとおりである。 

 

表 7.2-1 鳴鹿大堰事業と地域社会情勢の変遷 

年 鳴鹿大堰関連事業 地域の出来事 

H 元. 5 月 実施計画調査に着手。 

福井工事事務所に開発調査課(鳴鹿大堰担当)設置。 

九頭竜川本川区域延長 1.6km。合計 31.2km となる。 

福井市市制 100 周年記念式典 

福井市都市景観基本計画策定 

H 2 1 月 九頭竜川中流堰建設促進期成同盟会が発足 

6 月 九頭竜川鳴鹿大堰建設事業に着手 

12 月 大野市がダム使用権設定について申請書提出 

足羽川・足羽山公園が「日本の

桜百選」に選定、桜づつみ事業

着手 

H 3 11 月 基本計画告示(事業費 280 億円、工期平成 8 年度) 足羽山トンネル完成 

一乗谷朝倉氏庭園が国の特別

史跡に指定 

H 4 11 月 鳴鹿大堰起工式 

右岸取水施設改築工事着手 

第四次福井市総合計画スター

ト 

H 5 3 月 左岸取水施設改築工事着手  

H 6 3 月 九頭竜川鳴鹿大堰本体着工 

   本体ゲート着工 

すかっとランド九頭竜オープ

ン 

H 7 3 月 中部漁業協同組合と、漁業補償の契約を締結 

4 月 九頭竜川鳴鹿大堰定礎式 

6 月 本体工右岸部慨成 

10 月 本体工左岸部慨成 

 

H 8 6 月 堰本体慨成  

H 9 3 月 九頭竜川鳴鹿大堰建設に伴う鳴鹿頭首工(取水施設

を含む)の工事施行の変更協定書を締結。 

 

H 10 2 月 基本計画変更が官報告示される。  

H 11 3 月 試験湛水(暫定運用)開始 

通水式挙行 

10 月 旧堰撤去(左岸部)工事着手 

 

H 12 8 月 左岸魚道完成  

H 13 6 月 旧堰撤去(右岸部)完了  

H 14 4 月 資料館がオープン 21 世紀を拓くふくい創造プラ

ン（第５次福井市総合計画）ス

タート 

H 15  えちぜん鉄道全線開通 

H 16 3 月 竣工 福井豪雨災害発生 

   

【出典：九頭竜川鳴鹿大堰工事誌、福井県ホームページ】 
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7.3 堰と地域の関わりに関する評価 

7.3.1 地域における堰の位置づけに関する整理 

(1) 坂井市総合計画 

平成 18 年 3 月 20 日、旧三国町、旧丸岡町、旧春江町、旧坂井町は、地理的、歴史的特性

を共有しつつ、地域の特性を活かしながらより広域的な視点でまちづくりを推進していくこ

とを目指して合併し、「坂井市」が誕生した。坂井市では、市の行政運営の指針となる「坂井

市総合計画」を平成 20 年 3 月に策定している。 

同計画では、まちづくりの方針として 3 つの軸を定めており、そのうち「水と緑の交流軸」

では、福井県のシンボル河川である九頭竜川等を活かし、親水空間などの整備に努め、水と

緑の交流軸を形成していくとしている。 

また、平成 25 年 3 月には、平成 25 年度から平成 29 年度を計画期間とする坂井市総合計

画後期基本計画を策定しており、基本構想で定めている 8 つの施策の大綱を実現するために、

前期基本計画の達成状況の検証、施策体系の見直し等を実施している。 

 

図 7.3-1 坂井市総合計画 まちづくりにおける3つの軸 

【出典：坂井市総合計画後期基本計画 平成 25年 3月】 

 

(2) 第二次永平寺町総合振興計画 

永平寺町では、平成 29 年度以降 10 年間のまちづくりの指針を示した「第二次永平寺町総

合振興計画」を平成 29 年 3 月に策定している。 

同計画では、「めぐる感動 心つながる清流のまち えいへいじ」をまちづくりの将来像に

掲げ、九頭竜川等の観光資源活用の推進、九頭竜川における内水面漁業の振興などに関する

施策を示している。 

【出典：第二次永平寺町総合振興計画 平成 29年 3月】 
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7.3.2 地域と堰管理者の関わり 

福井河川国道事務所では、鳴鹿大堰と九頭竜川に親しみながら自然を学ぶための環境学習

を実施しており、地域との交流を図っている。 

 

【出典：平成 27年度新聞記事スクラップ,福井河川国道事務所（福井新聞、平成 27年 8月 3日）】 
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7.4  堰周辺の状況 

7.4.1 堰周辺の施設状況 

(1) 概要 

鳴鹿大堰周辺の施設としては、九頭竜川に関するさまざまな資料を展示している九頭竜川

流域防災センター、階段式魚道の様子がみられる魚道観察室、旧鳴鹿堰堤の堰柱を利用して

造られた見学橋、鳴鹿橋上流部左岸側（30.5～30.9km 付近）に設けられたビオトープ等を整

備した。 

 

(2) わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター） 

「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）」は、鳴鹿大堰左岸にある鳴鹿大堰管

理所脇に建設され、平成 14 年 4 月 27 日にオープンした。この資料館は、地域の子供たちが

九頭竜川について体験的に学べるよう九頭竜川に関する様々な資料を展示するとともに、九

頭竜川流域の方々が集える場所として活用することを目的としている。また、土日祝日につ

いては NPO 法人「ドラゴンリバー交流会」に依頼して運営している。 

 

 

図 7.4-1 わくわくRiverCanの外観 
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図 7.4-2 わくわくRiverCanの館内案内 
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(3) なるほど！鳴鹿大堰ふれあいゾーン 

「なるほど！鳴鹿大堰ふれあいゾーン」は、鳴鹿大堰管理所１階のエントランス部を利用

した展示施設である。鳴鹿大堰管理所エントランス部は、完成当初より鳴鹿大堰の役割やし

くみについて解説するための展示スペースとして利用されていたが、平成 17 年度に展示内容

の更新が行われ、より一層充実した内容となった。 

展示は鳴鹿大堰の歴史、鳴鹿大堰の役割、鳴鹿大堰魚道のしくみについて解説するもので

あり、電動模型や映像などを活用し、子供から大人まで楽しめる内容となっている。 

 

 

図 7.4-3 「なるほど！鳴鹿大堰ふれあいゾーン」 

 

鳴鹿大堰魚道の縮小模型およびライブ映像の放映 

映像による鳴鹿大堰の紹介や模型展示によるゲートの解説 
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(4) 魚道観察室 

鳴鹿大堰には、階段式魚道、人工河川式魚道（平常用）及びデニール式魚道（渇水時の呼

び水水路の水量減少時）の 3 種類の魚道が設けられており、魚が魚道をのぼっていく様子を

観察できるよう、階段式魚道の横に観察室が設置されている。魚道観察室は一般に開放され

ており、九頭竜川流域防災センターと一体の運営が行われている。また、魚道にはライブカ

メラが設置されており、わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）の中からも魚道の

様子を観察することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 見学橋 

旧鳴鹿堰堤は、昭和 29 年に完成し、福井平野の利水にとって約半世紀の歴史ある施設であ

ったため、利水の歴史を残す意味からも、旧鳴鹿堰堤関連施設のうち、利用可能な管理橋・

堰柱を完全に撤去せず、見学橋としてほとんど原形で使用している。 

見学橋からは、堰直上流から鳴鹿大堰を眺望することができ、全国的に見ても珍しい施設

である。 

図 7.4-4 一般解放区及び見学橋の外観

魚道観察室から見たアユの遡上 

魚道観察室

の様子 

魚道観察室 

わくわく RiverCan 
（九頭竜川流域防災センター） 

鳴鹿大堰 

 

見学橋 
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(6) ビオトープ 

鳴鹿橋上流部左岸側（30.5～30.9km 付近）に「自然な河川草地のビオトープ」をコンセプ

トにビオトープを整備した（平成 14 年 5 月完成）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ビオトープの位置 

 

図 7.4-5 ビオトープの整備位置 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備方針

植生

九頭竜川流域でよく見られる「自然な河川草地」を復元する中で、環境教育の場
をつくり、周辺流域にある重要種を保存する場を確保する。
○基本的植生：ツルヨシ、クサヨシ、オギ、ミゾソバ等
○重要種植生：カワヂシャ、フジバカマ、ミクリ

基本的植生を復元する区域
手入れを行い安全に子供たちが入ることのできる場所と、より自然な姿で管理す
る場所に区分する。高木植栽が可能な箇所でのカワヤナギ、タチヤナギの復元、
また堤防側のエノキ林の復元を検討する。

湧水池の築造
湧水池は水質の変化による環境の多様化を意図して、水位の異なる3つの池に分
割する。

高水敷の地形
現状の棚田状地形を利用し、わずかな高低差をつけることで、植生を多様化す
る。

草本類の移植
地域に特有の遺伝子を残す意味で、現場に生えている草本類を地下茎ごと取って
保管し移植する。

住民参加
自然環境の復元を住民参加の移植作業等により促進し、河川敷の自然環境を住民
参加の管理により維持していく。

子供たちとの関わり

計画地周辺のモニタリング調査を近隣の小・中学校の課題とし、ビオトープの生
物学的な評価を任せることも考えられる。さらに、その結果からビオトープの目
標生物についてさらに詳しく検討することは、地域住民との双方向的なコミュニ
ケーションを重視した、柔軟な河川環境整備手法である。

ビオトープ整備位置 

旧鳴鹿堰堤 鳴鹿大堰 

表 7.4-1 ビオトープの整備方針 
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○ 整備直後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 整備 2年後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 整備 11年後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 整備 16年後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.4-6 ビオトープの整備状況 

平成 14年 5月

撮影 

平成 14年 5月

撮影 

２
年
後 

９
年
後 

平成 25年 11月 平成 25年 11月撮影 

平成 16年 10月

撮影 

台風の出水により植物が倒伏し、その枯死

体により水面全体が覆われた。 

平成 16 年 6 月

撮影 

５
年
後 

平成 30年 6月撮影 平成 30年 6月撮影 
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7.4.2 堰周辺の施設の利用状況 

(1) 施設の利用状況 

「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）」の平成 14 年 4 月 27 日の開館から平

成 29 年 3 月 31 日までの入館者数の推移を以下に示す。 

平成 29 年は 5,228 人が利用しており、平成 14 年 4 月 27 日の開館以来の総入館者数は 10

万人を超え、平成 29 年には累計 158,511 人となった。年間の入館者数は、広報ＰＲの休止、

イベントの減少、開館日の減少等が要因で平成 21 年以降は減少したが、近年は NPO 法人ド

ラゴンリバー交流会等と協働した運営によるイベントの増加や開館日の増加、広報ＰＲの再

開に伴い、減少傾向にあった入館者数に歯止めがかかりやや回復しつつある。 

利用者の年齢層をみると、大人の割合が少し高く、本施設は子供から大人まで幅広い年齢

層に利用されていることが分かる。月別の入館者数をみると、大型連休のある 5 月と夏休み

の 8 月に多く、12 月から 2 月の冬期に少なくなる傾向がみられる。 
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図 7.4-8 わくわくRiverCan（九頭竜川流域防災センター）の運営費およびイベント実施状況 

図 7.4-7 わくわくRiverCan（九頭竜川流域防災センター）入館者数（H14年度～H29年度） 
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図 7.4-9 わくわくRiverCan（九頭竜川流域防災センター）の月別入館者数 
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平成 14 年から 29 年までの「わくわく RiverCan」の見学団体数および見学者数を図 7.4-10

に示す。 

団体としての見学は学校関係の団体の見学が多く、その他に行政関係、自治関係、福祉関

係の団体が見学を行っている。 
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図 7.4-10 わくわくRiverCanの見学団体数および見学者数 

【出典：鳴鹿大堰管理所提供データ（種類別見学団体数・人数）】 
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(2) 利用内容 

1) イベントの開催 

「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）」や鳴鹿大堰、九頭竜川周辺ではさ

まざまなイベントが実施されている。平成 29 年度のイベントおよび環境学習の実施状況を

表 7.4-2 に示す。 

 

表 7.4-2 イベント・環境学習実施状況 

月 日 イベント名 目的・内容 

7/7（金） 水辺で乾杯 鳴鹿大堰前の広場に住民ら約 300 名が集ま

り、地酒や天然アユの塩焼き、サクラマスの

葉っぱ寿司などを楽しんだ。 

7/26（水） 川の生き物を調べよう in 九

頭竜川・北川 

水生生物の種類や簡易水質キットを用いた

水質調査等を行い、調査を通じて身近な河川

に対する関心を高める。 

8/6（日） 第 21 回「九頭竜川に親しむ

会」 

NPO 法人ドラゴンリバー交流会が主催する

イベントであり、紙芝居やものづくり体験、

永平寺川の生き物調べ等を通して九頭竜川

に親しむことを目的としている。 

 

 

水辺で乾杯を紹介する新聞記事（福井新聞） 

 

【出典：第 21回「九頭竜川に親しむ会」のご案内、福井河川国道事務所 HP記者発表資料、 

平成 29年度新聞記事スクラップ（福井新聞）】 



定期報告書(案) 

7.堰と周辺との関わり 

 7-23 

 

 

 

水辺で乾杯の実施状況 
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川の生き物を調べよう in九頭竜川・北川 
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第 21 回「九頭竜川に親しむ会」 

 

 

 

 



定期報告書(案) 

7.堰と周辺との関わり 

 7-26 

2) 小学校からの見学 

「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）」では、小学校からの見学を受け入

れており、地域の子供たちの防災・環境教育に貢献している。見学した子供達から感謝状

をもらい、鳴鹿大堰の役割や環境について理解が深まったとの声が届いている。 

 

〈見学した子供たちの感想〉 

・「鳴鹿大堰のことを知って「そうなんだ。」「そうだったんだ。」などと思いました。」 

・「鳴鹿大堰が雨が降っているときはあふれないように流れやすくしていて、いつもはゲー

トを閉じて水の量を調節しているなんて知りませんでした。」 

・「2 つの魚道があって、力の強い魚が通る階段式魚道、力が弱い魚が通る人工河川式魚道、

2 つとも魚が安全に上れるのでとてもいいなと思いました。」 

 

図 7.4-11 見学した小学校からいただいた感謝状 
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3) ダムカードの配布 

鳴鹿大堰管理所、及び「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）」ではダムカ

ードの配布が行われている。ダムカードの配布数は近年増加傾向にあり、平成 29 年度の配

布数は合計 2,370 枚であった。近年の配布数の推移を図 7.4-12 に示す。 
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図 7.4-12 ダムカード配布数の推移 

【出典：鳴鹿大堰管理所提供データ（ダムカード配布数）】 

 

4) 自転車の駅 

九頭竜川堤防上の自転車歩行者専用道の利用を促進するために、わくわく RiverCan は

「自転車の駅」としての認定を受け、自転車用の空気入れや簡易工具の貸し出し、トイレ

の提供を行っている。 

 

「自転車の駅」に認定

自転車歩行者
専用道

わくわくRiverCan

図 7.4-13 堰周辺の自転車の利用環境 
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(3) 利用者からの意見・要望 

「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防災センター）」の利用者から平成 25 年から平成 29

年の間に寄せられた主な意見および要望を以下に整理した。 

表 7.4-3 利用者からの意見・要望 

施設 ・おしゃれなデザインで何度見学しても飽きない 

・立派な施設なので子どもたちにも見学させたい 

・駅から防災センターの案内図が無くて困った 

・近所に住んでいるが来た事がなく、こういうセンターがあるとは知らなかった 

・自然豊かでとても良い環境の中、魚やダムについて身近に学ぶことが出来て良い

と思う。また利用したい 

・天気がよければ外で散歩もできて、車イスの人でも気持ちよくすごせる場所だ 

展示内容 【全般】 

・「子ども」が気に入ると何度も来てもらえる資料館になる 

・防災についての意識が高まった 

・子どもと一緒に来たい 

・魚やゲームをもっと増やしてほしい 

・水や魚などとふれあえる所があるといい 

・体験できるコーナーが多くあって楽しい 

・釣堀とかもう少し充実して欲しい 

・魚に餌をやれる施設が欲しい 

 【展示物】 

・防災センター建設に至る経緯がビデオを通して詳しく学べた 

・子ども達が見たりふれたりできる展示があり、とても良かった 

・ダムの仕組みを学べるといい 

・手作りのすごろく、クイズ、魚釣り占いなど子どもが楽しめる物がありたくさん

遊べた 

・九頭竜川の魚類を見ることができてよい 

・アラレガコを水槽に入れてほしい 

・アニメの鳴鹿大堰説明ビデオを見ることができてよい（主に小学生） 

・床の地図が良かった 

・パソコンやおもしろい機械やゲームがあってとても楽しかった 

・アラレガコに会えて幸せでした 

・置物などがかわいい 

説明 ・九頭竜川の資料を増やしてほしい 

・九頭竜川に関係する施設などの資料が欲しい 

広報・PR ・ダムカードをいただけたのがよかった 

・来館の記念スタンプがあるとよい 

【出典：九頭竜川鳴鹿大堰フォローアップ年次報告書】 
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7.5 河川水辺の国勢調査（河川空間利用実態調査）結果 

九頭竜川では、3 年毎に河川水辺の国勢調査（河川空間利用実態調査）を行い、河川の利用状

況を調査している。 

鳴鹿大堰の近隣では、下流の松岡河川公園（永平寺町上合月地区、27.0～28.0km）において

利用実態調査が行われている。同公園では、マレットゴルフ場を中心に芝生広場やせせらぎ水路

等が整備されており、平成 26 年度調査によると、主に散策、マレットゴルフ、水遊び、魚釣り

等に利用されている。利用者数は、推計値で 32,888 人となっている。 

 
 

施設管理者：永平寺町 

面積：約12ha（東西方向：約1,000ｍ、南北方向：約120ｍ） 

永平寺町上合月地区 （九頭竜川 右岸 河口から 27.0～28.0km） 

その他： 

毎年、六月の第一日曜日に「松岡九頭竜フェスティバル」が開催され、松岡町の初夏の風物詩として定着している。 

 

【出典：平成26年度 九頭竜川河川水辺現地調査（植物）他業務報告書 平成27年3月】 

図 7.5-1 鳴鹿大堰周辺の利用状況 

 

 

 

表 7.5-1 九頭竜川河川敷公園（27.0～28.0km）の平成26年度年間利用者数（推計値） 

 
利用形態別 利用場所別 

合計 
スポーツ 釣り 水遊び 散策等 水面 水際 高水敷 堤防 

利用者数 27,373 1,752 24 3,739 1,421 355 30,175 937 32,888 

(単位 人) 

【出典：平成26年度 九頭竜川河川水辺現地調査（植物）他業務報告書 平成27年3月】 
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7.6 川の通信簿調査の結果 

平成26年の河川空間利用実態調査と併せて、下流の松岡河川公園（永平寺町上合月地区、27.0～

28.0km）において川の通信簿調査が行われた。 

この結果、総合的な成績は、四つ星（相当良い）と高い評価を受けている。 

 

川の通信簿（永平寺町上合月地区） 
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7.7 まとめ 

7.7.1 堰と周辺地域との関わりのまとめ 

鳴鹿大堰が位置する九頭竜川流域では、人口は平成 12 年をピークに、産業別就業人口は平成

7 年をピークにそれぞれ減少に転じている。一方、観光面では流域内の観光入込客数が福井県内

の約 7 割を占め、歴史・文化や水と緑などの自然に恵まれた観光地が多く点在している。また、

鳴鹿大堰が立地する坂井市と永平寺町においては、九頭竜川を地域の資源として有効に活かした

交流軸の形成や観光の振興等を地域づくりの目標に掲げている。 

鳴鹿大堰の周辺では、鳴鹿大堰建設事業の一環として「わくわく RiverCan（九頭竜川流域防

災センター）」を整備して、九頭竜川に関する様々な資料を展示するとともに環境学習の場等と

して提供し、小学生以下の子供から大人まで幅広い年齢層に利用されている。「わくわく

RiverCan」は、近年では年間およそ 5,000 人強の利用者があり、開館以来の総入場者数は約

158,000 人に達している。また、「自転車の駅」に認定され九頭竜川堤防のｻｲｸﾘﾝｸﾞ利用の促進に

も貢献している。 

また、「わくわく RiverCan」以外にも、管理所 1 階の鳴鹿大堰を紹介する展示や魚道観察室、

旧鳴鹿堰堤を活かした見学橋などを整備し、周辺地域に暮らす人々、訪れる人々に活用されてい

る。 

 

7.7.2 今後の方針 

地域のイベントや環境学習などの場を引き続き提供していくとともに、快適な利用のための維

持管理を行っていく。 

教育委員会とも連携し、地域の学校の総合学習の場としていく。 

自転車の駅としての「わくわく RiverCAN」の広報に努めていく。 
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7.8 文献リスト 

 

表 7.8-1 「7.堰と周辺地域との関わり」に使用した文献・資料リスト 

NO. 文献・資料名 発行者・出典 発行年月 引用ページ・箇所 

7-1 九頭竜川水系河川整備計画 
国土交通省 

近畿地方整備局 
平成19年2月 7.1.1堰周辺地域の概要 

7-2 
国勢調査結果(市町村の人口) 

福井県ホームページ 

福井県統計年鑑 

福井県 
(昭和30年～平成

28年のデータ) 

7.1.1堰周辺地域の概要 

7.2 堰事業と地域社会情勢の

変遷 

7-3 
岐阜県ホームページ 

岐阜県統計書 
岐阜県 

(昭和30年～平成

28年のデータ) 
7.1.1堰周辺地域の概要 

7-4 
国勢調査結果 

(世帯数・産業別就業者数) 
総務省統計局 

(昭和30年～平成

27年のデータ) 
7.1.1堰周辺地域の概要 

7-5 近畿地方整備局管内道路網図 
国土交通省 

近畿地方整備局 
― 7.1.2堰の立地特性 

7-6 九頭竜川流域誌 
近畿地方整備局 

福井河川国道事務所 
平成14年3月 7.1.2堰の立地特性 

7-7 九頭竜川鳴鹿大堰工事誌 
近畿地方整備局 

福井河川国道事務所 
平成18年3月 

7.2 堰事業と地域社会情勢の

変遷 

7-8 坂井市総合計画 坂井市 平成25年3月 
7.3.1 地域における堰の位置

づけに関する整理 

7-9 永平寺町総合振興計画  永平寺町 平成20年3月 
7.3.1 地域における堰の位置

づけに関する整理 

7-10 新聞記事スクラップ 福井河川国道事務所 ― 

7.3.2 地域と堰管理者の関わ

り 

7.4.2 堰周辺の施設の利用状

況 

7-11 
九頭竜川鳴鹿大堰フォローアップ 

年次報告書 

近畿地方整備局 

福井河川国道事務所 

平成25年 

～平成29年 

7.4.2 堰周辺の施設の利用状

況 

7-12 
鳴鹿大堰管理所提供データ 

（種類別見学団体数・人数） 

福井河川国道事務所 

鳴鹿大堰管理所 

(平成14年～平成

29年のデータ) 

7.4.2 堰周辺の施設の利用状

況 

7-13 
鳴鹿大堰管理所提供データ 

（ダムカード配布数） 

福井河川国道事務所 

鳴鹿大堰管理所 

(平成25年～平成

29年のデータ) 

7.4.2 堰周辺の施設の利用状

況 

7-14 
平成26年度 九頭竜川河川水辺現地

調査（植物）他業務報告書 

近畿地方整備局 

福井河川国道事務所 
平成27年3月 

7.5河川水辺の国勢調査（河川

空間利用実態調査）結果 

 




